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１．はじめに 

近年、有機半導体素子の微小化を受け、有機

分子膜の物性の分子レベルでの制御が求めら

れるようになった。しかし、次世代有機エレク

トロニクス材料設計のためのキーテクノロジ

ーである、有機分子薄膜への異種元素ドーピン

グに関しては多くの点が未解明であり、その制

御は未開拓である。そこで本研究では、有機分

子とドーパントの微視的混合構造の理解と、異

種元素ドーピングによる有機分子膜の電子状

態変化の解明を目的とした。 

２．実験 

本研究では、有機分子薄膜への異種元素ドー

ピングのモデルとして、金属基板上の有機単分

子膜にアルカリ金属をドープし、その際の構造

及び電子状態の変化を走査トンネル顕微鏡

(STM)及びX線光電子分光(XPS)を用いて計測

した[1] [2]。ここで、基板には有機分子との相

互作用が弱いAu(111)やHOPG、有機単分子膜

には、結晶においてアルカリドープによる超伝

導の発現が報告されている coronene 分子

(C24H12)を用いた [3]。 

３．結果および考察 

Au(111)基板上にcoronene を蒸着したところ、

coronene はFig.1(a) に示すような均一な六回

対称の自己組織化膜を形成した。 

次に、coronene 単分子膜にK をドープした

ところ、coronene 分子の配列は大きく変化し、 

 

 

fig.1(b) のような二回対称の規則的なSTM

像が確認された。XPS 計測では、Kドープ後に

coronene のC の内殻軌道の顕著な化学シフト

とK の内殻軌道のシフトが確認され、

K-coronene 間の電荷移動により、coronene 分

子の電子状態が変化していることが分かった。

また、Kドープ後にcoronene のHOMO‐LUMO

ギャップ間に新たな準位が生じることが確認

された。 

一方、Au(111)基板上のcoronene 単分子膜へ

のLiドープにおいては、coronene 分子膜は

fig.1(c) のような一次元状の均一な形状に変化

した。この場合も、Liドープ後にcoronene の

C1s 軌道の顕著なシフトが確認されたことか

ら、Li-coronene 間の電荷移動により、coronene 

の電子状態が変化したことが分かった。 

これらの結果は、有機半導体の構造及び電子

状態をアルカリ金属ドーピングにより均一か

つ精密に制御できる可能性を示唆している。 
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Fig.1 (a) STM image of coronene monolayer on 
Au(111). STM image in the same size from K (b) 
and Li (c) -doped coronene monolayer on Au(111).  
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